
答弁指定事項進捗状況調書 

 

 

平成28年６月 
議員名  辻浦 義浩 

担当部  総務部 担当課  総務課 

質問年月日   平成28年６月21日 

質問事項   伊達市防犯灯について 

【質問要旨】 

  市長は、市民の皆様と十分な議論を重ねて、市民サービスのあり方について踏み込

んでいかなければならないと申しております。この防犯灯の問題についてもやはり住

民、自治会等と議論を重ねていって、いい方向に持っていかなければいけないと思う

が、市長のお考えを伺いたい。 

【答弁要旨】            【答弁者：市長】 

  税を負担する人の数が減るという大きな課題の中で、今までの従来どおりのサービ

スを維持することは困難になってまいりますから、そういった議論をできればこの３

年である程度はしていきたいなとこう考えているところでございます。 

【対応・進捗状況】 対応済（平成２年３月31日） 対応中 検討中 実施不可 

  ■令和２年10月１日現在 

 

  自治会の防犯灯については、平成30年度から一斉ＬＥＤ化事業に着手し、令和元 

 年度中に事業が完了しております。 
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平成28年６月 
議員名  辻浦 義浩 

担当部  建設部 担当課  建設課 

質問年月日   平成28年６月21日 

質問事項 
  平成28年度 重点要望事項「二級河川 気門別川」改修事業 

について 

【質問要旨】 

  河川改修を早期にやっていただかないと、いつ何が起こるのかわからないと思う。

やはり、いち早く事業の再開と完成を強く求めたいと思うが、市長のお考えを伺う。 

【答弁要旨】            【答弁者：市長】 

  １軒の方が賛成してくれないがゆえに工法を変えるとかいろんな検討をされていま

すけれども、やっぱり基本はそういうことではなくて、きちっと従来説明したとおり、

やっていただかなければいけないと思う。引き続き北海道に対しまして強力に要請を

していきたいと考えている。 

【対応・進捗状況】 対応済（平成２年３月31日） 対応中 検討中 実施不可 

  ■令和２年10月１日現在 

 

 北海道が行っている二級河川気門別川改修事業については、「河川整備計画」が令

和２年３月に策定され、事業の再開が決定しました。 

 今後とも、北海道へ早期完成に向け要望して参ります。 
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平成28年６月 

議員名 小久保 重孝 

担当部 教育部 担当課 指導室 

質問年月日   平成28年６月22日 

質問事項 小中学校の特別支援教育体制について 

【質問要旨】 

支援員、介護員と教職員とがもう少しコミュニケーションをとることについて、教

育委員会のほうからもう少しそういう話をしていくことはできないか。 

【答弁要旨】            【答弁者：教育部長】 

  コーディネーターという教職員と支援員、介護員との会話は結構スムーズにいって

いると聞いている。逆に、市のほうの担当者と支援員、介護員との接点が年に１回ぐ

らいしかないため、７月に支援員、介護員の声を聞く機会があるので、ぜひとも自分

も参加して今後どうしていったらいいか、考えていきたい。 

【対応・進捗状況】 対応済（平成29年８月29日） 対応中 検討中 実施不可 

  ■平成29年９月11日現在 

 

  支援員連絡会議と介護員連絡会議を毎年３回開催し、悩んでいることや困っている

ことなどについて、市コーディネーターである伊達高等養護学校の教諭から、対処の

方法等の話や演習をして頂くこととしました。 

また、教育委員会もこの連絡会議に参加し、学校での状況を聞くこととしておりま

す。 
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平成28年６月 

議員名 小久保 重孝 

担当部 教育部 担当課 学校教育課 

質問年月日   平成28年６月22日 

質問事項 小中学校の特別支援教育体制について 

【質問要旨】 

 臨時職員である支援員、介護員は通年雇用ができないので、終業式や始業式に、あ

なたは結構ですと校長先生から言われるようなケースもあると聞いていて、出ている

人と出ていない人がいるが、この取り扱いはどうなっているのか。 

【答弁要旨】            【答弁者：教育部長】 

支援員、介護員全員一律同じ日に採用していており、雇用の仕方に問題があったの

ではと思う。今後は各学校の実情に合わせた採用形態をしていきたいと考えている。 

【対応・進捗状況】 対応済（平成28年11月７日） 対応中 検討中 実施不可 

  ■平成28年11月７日現在 

 

 支援員及び介護員の任用につきましては、臨時職員の任用方法（運用）の見直しがな

されたことから、各学校の実情に合わせた臨時職員の任用が可能となるため、その取扱

いに基づき対応して参ります。 
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平成28年６月 

議員名 小久保 重孝 

担当部 総務部 担当課 職員法制課 

質問年月日   平成28年６月22日 

質問事項 小中学校の特別支援教育体制について 

【質問要旨】 

臨時職員については、今の通年雇用ができない部分が業務に支障をきたしているの

ではないか。採用日の調整で済めばよいが、他の自治体では今のような１カ月あける

ようなケースではない運用もしていると聞いている。また、もう少し要件を変えてい

ったり、任期つき職員の採用も一つではないかと思うがどうか。 

【答弁要旨】            【答弁者：総務部長】 

昨今臨時職員の応募も大分減っており、雇用も厳しい状態になってきている。今、

全道の自治体の雇用の状況などを調査しているので、それをみて見直しをしていこう

かというふうに考えているところなので、その辺はちょっとお時間を頂戴したい。 

【対応・進捗状況】 対応済（平成28年11月７日） 対応中 検討中 実施不可 

  ■平成28年11月７日現在 

 

 臨時職員の任用は、地方公務員法第22条の規定により通算12月を超える任用ができな

いことから、現状の本市の運用では最大で２月の待機期間を設けておりますが、全道各

市における運用状況の調査結果を踏まえ、以下のとおり運用方法を見直し、平成29年１

月１日から運用を開始することといたしました。 

＜見直し内容＞ 

(1) 職種に関わらず、勤務時間が週20時間以上の任用条件で任用される臨時職員につ

いては、原則、次の任用までの待機期間を「５日間」とする。 

(2) 任用期間満了後、翌月から再度任用することが明らかである場合は、社会保険及

び雇用保険の資格は喪失しない（継続する｡)。 
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平成28年６月 
議員名  小久保 重孝 

担当部  教育部 担当課  生涯学習課 

質問年月日   平成28年６月22日 

質問事項  ハーフマラソン大会について 

【質問要旨】 

  30回大会は今の実行委員会で進めて頂くとしても、その次に向けて仕掛けが必要で 

はないかと思っているが、どう進めていくのか。 

【答弁要旨】            【答弁者：教育部長】 

  今のボランティアで関わっている職員以外も、どういう形でサポートさせていくか

わからないが、入っていきまして、現在の運営の方法等を少し勉強したいなというふ

うに考えている。 

【対応・進捗状況】 対応済（平成30年10月１日） 対応中 検討中 実施不可 

  ■平成30年10月１日現在 

 

  平成29年度の第30回大会は、実行委員会に生涯学習課の職員を加え、大会当日の運

営にも生涯学習課の職員を10名参加させました。 

第31回大会は、教育長が実行委員長となり、市教育委員会が実行委員会事務局の中

枢を担う形で開催いたしました。 

第32回大会以降も市教育委員会が中心となり、実行委員会形式で開催していくこと

としております。 


